
九星気学によれば、2023年は「癸卯（きぼう）」の年。
「未来に向けて、筋道を立てて物事を処理すれば繁栄する」という年回りでした。
未来を創るために重要なのが「ヒト」。
当社では、人事異動を機にシステムを見直し、人材育成やチーム作りに新たな試
みを導入しました。

来る2024年もワクワクさせる演出でより多くの方々に舞台やイベントを楽しんで
いただけるよう精進し、読者の皆様のお役に立てる記事をお伝えしてまいります。

おかげさまで、酸京ニュースレターも創刊から4年目に。

2024年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
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※ 本記事はイベント主催者からの許可を得てお届けしています。

12月、世界最大級ポップカルチャーの祭典、「東京コミコン2023」に行ってきました。
きっかけはシリコンバレー。アップル共同創業者のスティーヴ・ウォズニアックとマー
ベル・コミックの原作者、スタン・リーが手を組み、テクノロジーとポップ・カルチャ
ーを融合させたイベントを開催したのが始まりです。

東京では2016年から開催、来場者は8万5千人。会場の幕張メッセはコミックファン
やコスプレイヤーで大賑わい。初日のオープニングセレモニーでは、ユアン・マクレ
ガーやベネディクト・カンバーバッチなど大物海外セレブ10人が登場、イベントの熱
気を盛り上げました。

内容としては、コミックや映画の最新情報、バットモービルやデロリアンなど、実際
に映画で使用されたプロップスの展示、グッズ販売などが中心。
エンターテインメント関連業の発展、という観点からすると、ポップカルチャーは魅
力的な市場。今後はBtoCに留まらず、企業出展と商談の機会があったら、もっと面白
い、というのが取材スタッフ一同の結論でした。



ご回答は12/31（日）まで
→アンケートはこちら

1分間アンケートのお願い

Q：ニュースレターの内容は読みやすかったですか？
Q：2024年の特殊効果演出に期待することは？
Q：本誌で取り上げて欲しい情報やトピックは？

質問は３つ。サクッとご協力いただけると嬉しいです。

日本特殊効果演出協会が提供している講座についてご紹介します

「安全教育」は、特殊効果演出に携わるすべての人を対象としていま
す。
講座は安全教育1～3までの3つのモジュールで構成され、特殊効果
演出を安全に実施する上で知っておくべきことを網羅しています。
「安全教育1」は主に安全衛生管理、「安全教育2」は危険物と取り扱
い方法、「安全教育3」は高圧ガス、火薬、消防申請について一通り学
ぶことができます。
「機材講習「機材講習」と同様に認定テストがあり、合格すると認定証が発行さ
れます。

受講資格は本協会の会員（法人・個人・賛助）であることが原則です。
例えば法人会員の場合、所定の講座を受講する従業員の数に応じご購
入いただきますと、お一人ずつにアカウントをお渡しし、e-ラーニン
グを始めていただけます。
なお、いずれの講習も、機種や機能、安全基準の変更に伴い、4月かなお、いずれの講習も、機種や機能、安全基準の変更に伴い、4月か
らの年度ごとに更新されます。従って、年度ごとに学び認定を受けて
いただくことをお勧めしています。

本協会の講座 会員制度

下記のQRコードから
本協会の講座および会員制度をご覧になれます。

前回に引き続き、一般社団法人日本特殊効果演出協会が提供してい
る特殊効果演出の教育機会についてお伝えします。
協会では、専門技術を学ぶ「機材講習」、安全力を高める「安全教
育」の2種の講座があり、e-ラーニングシステムを導入し、学びな
がら実践に活かすことができます。
今回はそのうちの「安全教育」についてご紹介します。

A
特殊効果演出の安全を学ぶ機会はありますか？Q

©2024 有限会社酸京クラウド

発行: 有限会社 酸京クラウド

TEL: 03-3745-3773　10:00 – 18:00 (Mon to Fri ) 
FAX: 03-3745-4133　24hrs
E-mail: info@sankyocloud.co.jp　

〒143-0013　東京都大田区大森南3-19-12 酸京ビル

当社へのお問合せは
右のQRコードから


